
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

個

人

演

説

会

等

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

施

選

挙

管

理

委

員

会

担

当

課

（

室

）

設

の

指

定

の

取

消

し

目

次

【

規

則

】

○

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

情

報

政

策

課

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

等

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

○

〃

〃

○

漁

業

災

害

補

償

法

の

規

定

に

よ

る

同

意

の

成

立

水

産

課

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

人

の

指

定

会

計

課

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

危

機

管

理

課

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

令和元年１１月２２日 第１２１４６号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
九
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
規

則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ネ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ナ
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ナ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ラ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一

号
中
「
第
十
九
条
第
一
号
ネ
」
を
「
第
十
九
条
第
一
号
ナ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
九
条
第

一
号
ナ
」
を
「
第
十
九
条
第
一
号
ラ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

井
原
市
木
之
子
町
字
道
山
五
三
五
四
の
六
、
五
三
五
四
の
八
、
五
三
五
四
の
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
道
山
五
三
五
四
の
六
、
五
三
五
四
の
八
、
五
三
五
四
の
一
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
井
原
市
役
所

「

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

真
庭
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真

「

庭
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

「

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
七
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同

意
は
、
同
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

区
域

大
島
美
の
浜
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う
ち
、
旧
笠
岡
市
大
島
漁
業
協
同
組
合
の
区
域

二

区
分

主
と
し
て
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
を
営
む
漁
業

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

総
社
市

二

事
業
の
種
類

旧
昭
和
児
童
館
北
広
場
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
総
社
市
美
袋
字
広
畑
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

旧
昭
和
児
童
館
北
広
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う

）
は
、
法
第
三
条
第
三
十

。

二
号
に
掲
げ
る
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、

市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法

第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

、

、

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
総
社
市
は

総
社
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

「
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
居
場
所
の
充
実

「
親
子
の
子
育
て
力
の
向
上

「
地
域
の
連
携

」
、

」
、

に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

「
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
」

」
、

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源
措
置
を
講
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

、

、

、

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

現
在

敷
地
面
積
が
狭
小
の
た
め

（１）
児
童
の
遊
び
場
及
び
送
迎
す
る
保
護
者
等
の
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
の

児
童
の
安
全
確
保
並
び
に
送
迎
者
の
利
便
性
向
上
及
び
安
全
確
保
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ

る
。ま

た
、
本
件
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
①
幼
児
、
児
童
が
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



と
、
②
既
存
施
設
と
の
一
体
利
用
が
で
き
、
通
常
業
務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
、
③
利
用

す
る
保
護
者
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
、
④
経
済
性
を
有
し
て
い
て
、
造
成
等
が
容
易
に
で
き
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
複
数
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用

し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

（２）
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
護

の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地

に
は
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
お
け
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
が
一
箇
所
所
存
す
る
が
、
当
該
包
蔵
地
に
つ
い
て
は
岡
山
県
教
育
委
員
会
及
び
総
社
市

教
育
委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

（３）

（１）

（２）

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
周
辺
道
路
の
混
雑
緩
和
、
幼
児
、
児
童
や
保
護
者
等
の
安
全
確
保
及

び
交
通
事
故
の
発
生
抑
制
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

総
社
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
号

岡
山
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

、

、

。

り

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
付
け
で

次
の
と
お
り
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
を
指
定
し
た

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

売

り

さ

ば

き

場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

津
山
市
田
町
一
三
番
地

土
肥

祥
嗣

津
山
市
田
町
一
三
番
地
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〔
四
六
一
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

県
民
局
等
防
災
用
発
電
設
備
強
靱
化
整
備
及
び
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
改
修
業
務

二

契
約
期
間

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
危
機
管
理
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
日
圧
機
販

岡
山
県
岡
山
市
南
区
藤
田
二
二
一
三
番
地
の
二

六

落
札
金
額

、

、

（

、

、

）

七
六

四
五
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
六

九
五
〇

〇
〇
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
元
年
九
月
二
十
日
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〔
四
六
二
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

倉

敷

市

平
成
二
十
九
年
五
月

倉
敷
市

松
江
一
丁
目

令
和
元
年
十
一
月
十
四
日

～

地
籍
図
及
び

の
一
部

平
成
三
十
一
年
三
月

地
籍
簿

令和元年１１月２２日　岡山県公報　第１２１４６号



〔
四
六
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
中
国
技
術
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市
、
倉
敷
市
、

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
令

津
山
市
、
笠
岡
市
、

和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

、

、

備
前
市

瀬
戸
内
市

美
作
市
、
奈
義
町
、

西
粟
倉
村
、
久
米
南

町
及
び
美
咲
町
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〔
四
六
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
須
字
東
田
一
一
八
八

九

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
真
備
町
有
井
一
六
六
〇

九
－

安
部

征
志

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
一
六
号
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
三
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
、
西
粟
倉
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
次
の
施
設
の
指
定
を

取
り
消
し
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

施

設

の

名

称

所

在

地

施

設

の

管

理

者

指

定

取

消

年

月

日

あ
わ
く
ら
会
館
大
ホ
ー
ル

英
田
郡
西
粟
倉
村
大
字
影
石
三
三
番
地

西
粟
倉
村
長

令
和
元
年
九
月
十
八
日
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